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19り十年

謹一一賞耕一皐

1月　のこよみ

1日元日初詣

2日初荷、醤初め

4円官庁ご用始め

6日／」、優、寒の入り

7日ヒ革鵜

11円鈍開き

15成人のR、小iE月

17甘家慶の日

18日冬土用

21日大寒

紳別口正月国旗制定

記念日

町民の動き

違
÷
質
町
長

小
　
用
　
驚
一
郎

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
わ
た
だ
し
い
中
に
旧
年
は
馨
れ
、

一
し
こ
に
瀞
か
し
い
昭
和
囲
十
六
年
の
新

春
を
迎
え
ま
し
た
。

年
頭
に
当
り
感
無
敵
〓
過
ぎ
去
っ
た

軍
を
静
か
に
顧
み
、
薪
ら
し
い
年
へ
の

計
画
を
樹
て
、
活
動
が
開
始
さ
れ
ね
は

な
り
ま
せ
ん
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
い

う
が
、
今
年
は
干
支
も
「
亥
の
年
」
で

あ
る
。
亥
は
猪
突
濫
造
を
信
条
と
す

る
、
即
ち
活
躍
の
毎
で
あ
り
ま
す
。

町
政
も
町
民
皆
様
の
ど
協
力
に
よ
っ

て
一
膝
軌
通
に
乗
っ
て
参
っ
た
も
の
の

、
本
年
は
良
に
厳
選
の
年
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
新
庁
舎
の
建
設
、
国
道
三

号
線
バ
イ
パ
ス
逆
の
促
進
、
西
川
新
川

踏
切
の
立
体
橋
架
設
、
遼
賀
川
河
口
堰

の
建
設
、
西
川
の
改
修
等
々
、
本
町
開

発
の
た
め
、
町
造
り
の
上
に
大
き
な
秘

薬
が
山
稜
し
て
い
ま
す
。
園
や
県
と
協

力
し
て
、
こ
れ
等
の
煎
薬
の
完
成
を
図

ら
ね
は
な
ら
ぬ
年
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
街
本
年
は
選
挙
の
隻
C
も
あ
り
ま

す
。
県
、
町
の
首
長
、
費
の
統
一
地

方
選
挙
も
四
月
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
六

月
に
は
参
議
院
議
賢
の
遜
挙
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
何
れ
に

し
て
も
正
し
い
明
る
い
遼
寧
か
行
わ

れ
、
町
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
、
地

域
開
発
の
た
め
に
遁
献
す
る
よ
う
希
望

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

過
去
一
年
を
ぶ
り
か
え
っ
て
み
て
、

ま
だ
な
さ
ね
は
な
ら
ぬ
幾
多
の
闇
燭
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
閲
発
総
合
計
画

樹
立
の
聞
随
、
地
域
開
発
、
農
村
対

策
、
民
生
安
定
、
道
路
河
川
の
整
備
、

瑛
競
衛
生
施
設
部
業
の
間
脳
等
々
、
今

後
の
努
力
に
得
た
ね
は
な
ら
ぬ
問
題
が

多
々
あ
り
ま
す
。

一
九
七
一
年
の
年
頭
に
当
り
、
町
民

皆
様
の
特
別
の
こ
豪
、
ご
撹
力
を
い

た
だ
き
、
力
強
く
町
政
を
出
発
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

〟
ご
存
知
で
す
か
的
兆
円
〝

1
m
簡
易
保
険
総
契
約
高
！

わ
た
し
た
ち
の
日
常
に
は
い
ろ
い
ろ

と
危
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

中
で
も
交
通
事
故
は
も
っ
と
も
多
く
激

秘
し
、
歩
道
を
歩
い
て
い
て
も
、
安
全

鵠
骨
に
立
っ
て
い
て
も
、
い
つ
危
険
が

ふ
○
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
、

そ
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
自
衛

手
段
と
と
も
に
是
非
と
っ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
か
万
一
の
と
き
の
備
え
で

す。

「
手
軽
に
利
用
で
き
る
郵
便
局
の
生

命
保
険
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
簡

易
保
険
は
時
代
に
即
応
し
た
傷
害
特
約

の
発
売
な
ど
、
内
容
を
充
実
し
て
近
年

ま
す
ま
す
そ
の
結
要
が
商
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
捻
契
約
稿
か
十
二
月
十
五

日
つ
い
に
十
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
生
命
倶
絞
本
来
の
目
的
は

危
険
の
保
障
．
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
存

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の

十
兆
円
は
保
障
力
の
大
き
さ
を
示
し
み

な
さ
ま
方
の
く
ら
し
を
防
縮
す
る
、
と

り
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
簡
易
探
険
は
そ
の
契
約
前

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
広
く
国
民
全

体
の
福
祉
向
上
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
郵
便
局
で
は
、
よ
り
一
層
の

こ
理
解
と
こ
協
力
を
呼
び
か
こ
ろ
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
4
6
年
度
日
本
青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
に
つ
い
て

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
の
若

い
圏
の
経
済
樹
発
民
箪
向
上
の
為
に
技

術
藷
毀
南
を
身
に
つ
け
た
心
身
と
も

に
健
全
な
円
本
の
粛
毎
藁
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

己

1
　
資
格
　
満
如
才
以
上
の
田
本
の
詰

年
男
女
で
技
術
、
技
能
を
有
す
る
者

2
　
朔
書
簡
切

昭
和
4
6
年
2
月
末
（
第
1
次
隊
）

昭
和
4
6
年
6
月
末
（
第
2
次
隊
）

昭
和
飾
年
1
0
月
末
（
第
三
次
隊
）

3
　
遷
謹
撰
　
◎
錦
1
次
試
験

（
二
面
へ
つ
づ
く
）
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国民鍵靂保険の資格取得及ひ資格喪失の手続きについて
国民健康保険は他の医婚保険に加入していない人が鮨気やけが等で経済的負担にみまわれた
ときお互いに助け合うため、平素から掛諒（保険税）を出し合い、これに閏や市町村も拠湿し
て、医嬢質の7割を負担するという制度です。

国民触感保険に加入しなければならない人は他の匪療保険（勃発の社会保険、公務員、教員
等の共済組合、日雇健康保険、船員保険）勧こ加入してない人及び生活保護を受けていない人
はすべて国民健康保険に加入し相すればならないことになっております。加入する日は・転入
して来た日・退職などで勘免の社会保険から除かれた円・出生した日・生活保護が廃止になっ

た日。加入をやめる日は・張出した臼の翌日・就職等で劫先の社会保険に入った日の翌日・死
亡した円の翌日・生漑保護を受け始めた日となっております。国民健康保険の加入は世稽単位
です。したがって。保険税は性樟主に課税されるわけです。被保険者証は世鰐ごとに一枚です

世帯主は国民健康保険の加入，脱退などの届けをしたり保険税や医療費の一部を支払ったり諸
家したりする責任があります。次の表のような事由が生じた時は早目めに手続きを済ませて下
さい。

手龍宮は次のようなことがあった日がゝら14日以内に必ず済ませて下さい

こんな域合は手話「庸藍腰　手鏡しな言真言こそ古詩らどうなるか

る　同．坐活保護が魔止されたとき 緻保険者道中期日内に手続　をしないで編入舶て加入
手続した場合は保険税が高くなる

1．保険税が引巌は課税される
2．死亡したとき葬祭費が支給されない

印　鑑∴∴il．病気のとき匪滋賀を全額自己負担しなけれ
i　　ぱならない場合がある

敬保険考証12．保険税の増減に関係する場合がある

勘1・輔険老齢なくしたとき　巾鑑il・溺鏡譜雑費を全額自己負担しなけれ

4
月
中
旬
（
第
1
次
際
）

8
月
上
旬
（
第
2
次
轢
）

影
月
上
旬
（
第
3
次
隊
）
の
予
定

待
遇
∴
期
間
2
年
間
。
派
遣
期
間

謹
及
び
馨
、
戸
籍
抄
本
急
務

局
へ
擬
出
の
謡
。
又
は
県
庁
窓
口
で

も可。

⑤
聞
合
せ
先

中
海
外
手
当
額
一
七
〇
ド
ル
（
約

六
万
円
）
。
他
に
語
立
会
月
2
万

円。募
集
人
員

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
1
8
2
）
、
マ
レ
ー

シ
ア
（
3
1
）
マ
ラ
ウ
イ
（
4
）
、

ケ
一
デ
（
5
）
イ
ン
ド
（
5
）
、
　
☆

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
（
5
）

応
募
方
法
　
諏
藷
局
所
定
の
志
願

○
具
雷
隼
海
外
協
力
隊
郵
務
局
国

内
課
（
東
京
都
淡
谷
区
広
尾
4
～

2
～
2
4
）
〒
1
5
0
　
T
E
L

O
3
（
4
0
0
）
1
2
6
1

0
福
岡
県
総
務
謡
渉
外
移
住
轢
移
住

係寡
薬
種
に
つ
い
て
は
役
滋
経
済

課
に
聞
合
せ
了
さ
い
。

小
民
税
第
四
期
分

覆
月

の

税

金

納
期
限
一
月
二
五
日

健
康
保
険
説
等
四
期
分

納
期
限
一
月
三
一
日

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

昭
和
4
6
年
度
福
岡
県
産

業
開
発
青
年
隊
員
の
募

集
に
つ
い
て

産
業
開
発
墓
隊
風
を
左
記
の
と
お

り
募
集
致
し
ま
す
。

己－百〇

ュ
　
璧
資
格

○
前
校
卒
薬
種
度
の
学
歴
喜
為
し
年
令

は
潤
ュ
8
才
～
2
5
才
の
乗
姫
の
男
子
。

し
士
螢
堅
固
か
つ
身
体
強
健
で
共
同
坐

活
に
耐
え
得
る
番
。

○
建
設
繁
の
施
行
に
後
節
し
ま
う
と

す
る
人

2
　
募
集
締
切

昭
和
飾
隼
3
月
2
0
日

3
　
訓
練
期
間

昭
和
備
年
4
月
中
旬
～
昭
和
4
7
年

3
月
3
1
日

4
　
訓
練
域
所

建
設
省
建
設
大
学
接
中
央
訓
雛
所

5
　
教
育
訓
練
に
嬰
す
る
縫
波
は
年
間

約
1
0
万
円
。

『
体
力
つ
く
り
キ
ャ
ラ

バ
ン
』
来
る

期
日
一
月
一
一
十
八
日
午
后
一

時
か
ら
四
時
ま
で

場
所
　
遠
賀
中
学
校
講
堂

今
の
子
供
は
哲
に
く
ら
べ
て
非
常
に

立
派
な
体
格
を
し
て
い
る
が
体
力
が
な

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
雷
年
期
、
中

年
期
の
大
人
は
こ
れ
ま
た
自
動
車
の
普

及
に
よ
っ
て
歩
く
こ
と
が
少
い
の
で
足

は
弱
る
は
か
り
で
チ
ョ
ッ
ト
の
坂
道
で

フ
ー
フ
ー
言
い
ま
す
。
特
に
小
中
学
校

で
起
立
の
ま
ゝ
で
朝
令
な
ど
を
す
れ
ば

聴
覚
の
中
で
も
バ
ク
パ
タ
と
た
お
れ
る

子
供
が
続
出
す
る
恕
乗
で
す
；
」
れ
は

体
力
が
な
い
か
ら
で
す
。
で
は
と
う
す

れ
ば
体
力
が
つ
く
ら
れ
る
か
を
「
福
岡

煉
体
力
つ
く
り
協
薬
害
が
直
接
遼
兜

町
に
灘
師
を
派
通
し
て
こ
れ
の
具
体
的

方
法
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
希
望
者
は
番
っ
て
参
加
し
て
下
さ

己
一
つ
｛
P

一
博
か
ら
二
時

灘
波
　
保
健
栄
養
体
力
つ
く
り

二
時
か
ら
三
時

講
演
　
日
静
坐
活
に
お
け
る
体
力
つ

く
り
の
方
法

三
時
か
・
ち
四
時

実
技
　
健
康
体
解
∴
艮
踊
（
県
民
音

頭）

聴
力
と
言
露
障
害
者
へ

園
立
の
聴
力
と
ー
烹
…
陣
雷
セ
ン
タ
ー

が
要
項
都
に
新
設
さ
れ
苗
各
種
虔
募
怨

し
て
い
ま
す
。

指
洩
及
び
治
療
訓
練
内
容

聴
解
、
輩
害
藷
、
教
育
等
∵
社
会

的
な
各
種
の
総
合
的
治
療
や
訓
練
毒
行

な
い
併
せ
て
職
業
訓
練
と
し
て
、
印

刷
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
タ
イ
プ
、
被

服
、
範
気
の
い
ず
れ
か
の
賊
稀
に
つ
い

て
縞
導
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
役
窮
雑
念

係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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セ　　肢必　　品　こ
ン　敵で巽献は　と
下血払な血あが
は‾下鴨　は　り　で、げに血しま∴さ
あカ圭は液－き　ま
な出、のえ，す
た来い貯　○　。
（：ま　‾つ三食　　血
てすすで　と　　殺

意　o怠宮∴浩
フ○　　血、でて∴∴イや
レ　　手す　　用

ん　　が　　　　　　　　昭和46

45年度就血部落別一覧表

回数 � �� ��弟∴二∴囲 

治 ��〟公∴員 i 嘩搬 �卒数 � ����45・12・10 協力‾ � �i協力者 �i献血者 � �協力者i献血若 

島∴津 �53 �24 �70 � �3 �1 512 7　4 ��8 � � 

砦∴松 � �48 � � � ���20 �16 �l 

鬼　溶 �116 �14 �15 � �4 �13 �110 �17 �＿＿＿＿＿上土 　8 �7 

尾　崎 �111 �11 �13 �6 �5 � �i �17 �� 

i迎」遼 千位吐 今古賀 �19 �43 �87 �11 �9 �15 �8 �26 �24 �1 

36 �16 �48 �3 �1 �9 �5 �12 �3 � 

110 �9 �10 �4 �3 �10 �8 �14 �14 �14 

避賀川 �275 �12 �15 � �7 �14 �10 �22 �21 �∴章 

旧　停 �136 �10 �12 � �2 �11 �11 �15 �6 

旗∴渡 �111 �29 �44 �（　1 �6 �26 �＿」迎 　0 �36 �19 �1 

松ノ木 � �0 �0 � �0 �0 �� �0 � 

道　管 �39 �0 �0 �0 �0 6 �0 �0 � �0 �－ 

新　町 �155 �14 �21 �ll ��9 � �2 �7 � 

木　守 �14 �27 �＿」鎧 �8 �5 8 �亡元 �13 �1　線 �13 �＿．－＿上1 　7 

上別府 �10 �埜 �＿」坦 �10 ��l鈍 �13 �33 �15 

浅　木 �15 �25 �40 �16 �ii・ �15 �12 �31 �3 � 

老∴良 �6 �22 �57 �12 ��5 �4 �17 �l � 

血生津 �181 �20 �33 �11 �3 �13 �6 �24 � 

27 �5 �10 � �3 �l �1 �8 �0 � 

娘　町 �1 �2 �2 � �0 �2 �2 �2 �0 � 

晒∴町 �65 � �� �01　3 ��2 �3 �1 � 

町　外 � ��� �2 �4　　　4 �� �9 � 

三十 �2∴318 ���14 �98 �‾輔‾「最 ��358 �184 �14 

逓質町献血推進協議会

第126　着

45年度部落別弊金
議　来

たすけあい募金

行発」月毎

献
血
の
お
知
ら
せ

献

血

は

な

ぜ

必

要

か

？

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
私
た
ち
　
は
じ
め
、
輸
血
を
必
雫
与
る
病
気

の
実
用
・
む
、
今
日
で
は
交
通
華
理
を
∴
∴
悠
い
ろ
い
ろ
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
三
㌔

い
つ
輸
血
零
必
翼
と
す
る
よ
う
な
印

嬢
が
起
き
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

2
　
そ
う
し
た
と
き
に
尊
い
生
命
を
救

う
の
か
輸
血
で
す
。

こ
の
輸
血
用
の
血
液
は
皆
さ
ん
の
「

愛
の
献
血
」
に
よ
っ
て
、
準
鯛
す
る

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
お
礼

遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金
及
び
歳
末
た
す
　
け
あ
い
募
金
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
善

悪
な
理
解
と
ど
陸
カ
で
左
記
の
と
お
り

好
成
碧
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
方
へ
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
煤
下
の
施
鞭

に
雰
さ
れ
、
遥
費
町
に
も
配
分
金
が

き
ま
す
。
募
金
の
使
途
に
つ
い
て
は

保
育
園
に
園
児
の
為
に
遊
具
や
楽
器

や
、
扇
風
機
、
ス
ト
ー
フ
等
を
購
入
支

給
し
て
お
り
ま
す
。

「－：－二≡
∴
　
∴
　
十
一


